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1 はじめに
チベット系諸言語（Tibetic languages; Tournadre 2014）の中で、中国雲南省北西部を中心に

分布するカムチベット語 Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群の諸方言の中には、前部硬口蓋系
列と硬口蓋系列の間に対立を形成する方言がある。たとえば、/ť, ć/と/c, é/の間、/C, ý/と/ç, J/の
間、/ő/と/ñ/の間に対立を形成したりするといった具合である（鈴木 (2010a), Suzuki (2016)；音
表記の方法は鈴木 (2005)、朱曉農 (2010)を参照）。これらの対立は、各方言について、ほぼ明
確な形でチベット文語（以下「蔵文」）形式との対応関係を見出すことができ、音対応の観点か
ら整理ができる特徴であるが、その対応の仕方の方言差が非常に大きいため、調査地点の間隔
を狭くして、具体的には自然村単位で調査を行わなければ全体像がつかめないばかりか、音変
化の観点から明確な説明を与えることもまた困難である。

1.1 Sems-kyi-nyila方言群の下位分類
Sems-kyi-nyila方言群は現段階の分析（鈴木 2015；名称に若干の変更あり）で、次の５つの

下位方言群に分類できる。

1. rGyalthang（建塘）下位方言群
2. 雲嶺山脈東部下位方言群
3. Melung（維西塔城）下位方言群
4. dNgo（翁上）下位方言群
5. Lamdo（浪都）下位方言群

そのうち本稿で議論するのは rGyalthang下位方言群と雲嶺山脈東部下位方言群の一部の方言
である。その他の下位方言群についても、必要な場合に触れる。各種方言の地理的分布につい
ては、末尾の付録を参照。
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1.2 議論の対象となる現象
先に示した下位方言分類のうち、rGyalthang下位方言群における前部硬口蓋系列と硬口蓋系

列に関する音体系とその方言間の変遷については、鈴木 (2015)に示したように、一応の整理が
ついているものと考えて差し支えない。鈴木 (2015) の分析方法は、西田 (1987) などに指摘が
あるように、口語形式と蔵文形式の対応関係を単一の音素と文字という関係ではなく、一定の
音体系の中で体系的にとらえるものである。rGyalthang下位方言群の当該調音位置における阻
害音に限った蔵文との主要な対応関係については、代表的なものとして以下の３つのタイプが
認められ、それぞれ第１類、第２類、第３類と呼ぶ。

蔵文 Kr 蔵文 Ky 蔵文 Pr 蔵文 Py

第１類 /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第２類 /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

第３類 /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

表中にある蔵文形式についてはおおむね以下のように説明できるが、鈴木 (2015)も述べてい
るように、例外もあり、１つの傾向として理解される必要がある。

• 蔵文 Kr：蔵文 k, kh, gに足字 rを伴う形式を含む全ての対応形式
• 蔵文 Ky：蔵文 k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式
• 蔵文 Pr：蔵文 p, ph, bに足字 rを伴う形式を含む全ての対応形式
• 蔵文 Py：蔵文 p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式

また、以上の蔵文の配列と表内の音素の配列は関係がない。ここで注目する必要があるのは
単に調音位置と閉鎖・破擦・摩擦の別のみである。有声性・有気性についてはそれぞれ複雑な
対応関係があるが、本稿では直接的に関連しないため、説明を割愛する。詳細は格桑居冕・格
桑央京 (2002:271-280)などを参照。
以上のうち、第１類の共時的記述には鈴木 (2014a)が、第２類の共時的記述には鈴木 (2011)

が、第３類の共時的記述には Hongladarom (1996)、Wang (1996)、《雲南省誌》編纂委員會
(1998:421-441)などがある。

1.3 具体的な問題点
上表のように整理してみるとわかるように、rGyalthang下位方言群では音変化の相対年代の
差異が方言間において共時的に認められ、音対応の複雑さから、第１類がもっとも古く、次い
で第２類があり、最も変化の進んでいるのが第３類となる。そして第２類について、前部硬口
蓋系列と硬口蓋系列の対立を閉鎖を伴うもの（閉鎖音と破擦音）と閉鎖を伴わないもの（摩擦
音）の間で、硬口蓋系列が前部硬口蓋系列に合流する時期にずれが認められると理解できる。
ここで生じる１つの問題はこのずれの起こり方で、摩擦音のほうが音声学的に先に合流した
ことに対して説明をいかに与えられるかということである。論点を言い換えると、閉鎖音と破
擦音が摩擦音よりも先に合流する事例は存在しないのか、ということにもなる。鈴木 (2015)は
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この点について何の言及もしていない。rGyalthang下位方言群の中にそのような事例が発見さ
れていないからである。ところが、雲嶺山脈東部下位方言群に所属する方言の中には、確かに
このような音体系を示す方言が存在することが、筆者の最近の調査で分かってきた。
本稿では、先に示した３種類の蔵文の音対応の中で、第２類は合流のタイプによって以下の
ように２種類 A/Bに分かれることを示す。

蔵文 Kr 蔵文 Ky 蔵文 Pr 蔵文 Py

第２類 A /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

加えて、第２類 Bの方言には硬口蓋閉鎖音に/é/だけが認められるものがあり、その音変化も
考察する。また、A/Bとしているように、Aと Bの音変化は独立して起きたもので、互いの変
化の順序を考える必要はなく、ともに第１類と第３類の間に位置づけられることも示す。

2 Sems-kyi-nyila方言群の各種方言の子音音素一覧
ここでは、本稿で取り上げる問題にかかわる４つの方言の子音音素一覧を提示する。配列と
しては、硬口蓋系列について、複雑なものから順に掲げる。
なお、以下では簡潔な提示を目的とするため、それぞれの音表記について補注を加えない。
筆者の音表記の方法は基本的にすべてのチベット系諸言語に共通である。音表記の提示に先立
ち、本節の理解に必要な説明を述べる。
筆者の採用する音表記は Tournadre & Suzuki (forthcoming) に言及される pandialectal pho-

netic descriptionに基づき、国際音声字母 (IPA)で規定されるもののほか、朱曉農 (2010)で明確
に定義される主に中国で使用されている音声記号も用いる。
本稿において特に注意すべきは、本来分けるべき調音位置である「前部硬口蓋」と「硬口蓋」
を、「硬口蓋」の下位区分として「前」、「後」と表示している点である。これらは pandialectal
phonetic descriptionにおいて、それぞれ prepalatalと palatalに当たる。この点をめぐる調音位
置と音標文字の定義は朱曉農 (2010)に従っている。「硬口蓋・後」は後部硬口蓋を指しているの
ではない点に注意が必要である。
また、/r, r

˚
/は IPAおよび朱曉農 (2010) に規定される音標文字の用法とは異なり、/r/ならば、

文字通りふるえ音 [r]のほか、[R, ô]といったさまざまな音声実現を含み、すべて自由変異であ
るため、/r/によって代表させざるをえない。これは pandialectal phonetic description の規定で
ある。本稿で扱う方言は/r/は/ü/と対立するため、/r/は [ü]を含みえないが、両者が対立を形成し
ない方言においては/r/は [ü]を含みうる。
なお、本稿で言及する諸方言の超分節音素は語声調によって実現し、表記の際には以下の符
号を語頭に置くことで表示する。

¯：高平 ：́上昇 ：̀下降 ：̂上昇下降

加えて、以降の例語には蔵文形式をWylie転写で添える。
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2.1 Khrezhag（開香）方言：雲嶺山脈東部下位方言群
Khrezhag方言は香格里拉市尼西郷幸福行政村開香自然村で話される。この方言は硬口蓋音系

列に閉鎖音、摩擦音、鼻音、半母音が認められる。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無声無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh

無声無気 s ù C ç x h

有声 z ü ý J , H

鼻音 有声 m n ï ő ñ N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

以上に示した子音体系は、Sems-kyi-nyila 方言群の中でもっとも複雑なものの１つに数えら
える。
半母音を除く硬口蓋（前・後）音の具体例を以下に掲げる。

前部硬口蓋 硬口蓋
`chAP「血」khrag
¯co「小麦」gro
`ñéE:「米」’bras

¯tChõ「家」khyim
¯tCÕ「壁」gyang
`Hdýa「漢族」rgya
¯CheP「半分」phyed `çhe hkW「細い」phra
¯hCÕ khW「狼」spyang khi ¯çÕ ta「胸」brang
`HýÕ「学ぶ」sbyang `HJÕ「砂糖」sbrang
´őa「魚」 nya `ñ@「めすヤク」’bri
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2.2 rTswamarteng（祖莫頂）方言：雲嶺山脈東部下位方言群
rTswamarteng方言は香格里拉市尼西郷幸福行政村祖莫頂自然村で話される。この方言は硬口

蓋音系列に有声閉鎖音、摩擦音、鼻音、半母音が認められる。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh

無声無気 s ù C ç x h

有声 z ü ý J , H

鼻音 有声 m n ő ñ N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

半母音を除く硬口蓋（前・後）音の具体例を以下に掲げる。
前部硬口蓋 硬口蓋

¯ñéOP「雷」’brug
`tChAP「血」khrag
¯tCÕ「壁」gyang
`Hdýa「漢族」rgya
¯Ch@「開ける」phye `çh@ hkW「細い」phra
¯Ca「鶏」bya ´çAP「崖」brag
`HýÕ「学ぶ」sbyang ¯HJÕ hts@「ミツバチ」sbrang rtsi
¯őa「魚」nya `ñ@「めすヤク」’bri

/é/については、前鼻音を伴って現れる点に注意が必要である。これが続く節で議論する要と
なる。
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2.3 Gyennyemphel（吉念批）方言：rGyalthang下位方言群
Gyennyemphel 方言は香格里拉市小中甸郷聯合行政村吉念批自然村で話される。この方言は
硬口蓋音系列に閉鎖音、鼻音、半母音が認められる。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無声無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無声無気 s ù C x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

半母音を除く硬口蓋（前・後）音の具体例を以下に掲げる。
前部硬口蓋 硬口蓋

`chAP「血」khrag
´c@ ãüÕ「ナイフ」gri chung
´ñéOP「雷」’brug

¯tChõ「家」khyim
¯htCwo:「酸っぱい」skyur mo
´Hdýa「漢族」rgya
¯ChuP「方向」phyogs
´Ca「鶏」bya
¯ý@「暖かい季節」dbyar
´őa「魚」nya
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2.4 mTshomgolung（錯古龍）方言：rGyalthang下位方言群
mTshomgolung方言は香格里拉市建塘鎮錯古龍自然村で話される。この方言は硬口蓋音系列

に半母音しか認められない。Sems-kyi-nyila方言群の中でもっとも単純な子音体系をもつ。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch xh

無声無気 s ù C x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

mTshomgolung方言は硬口蓋（前・後）の対立が成立しない言語であるため、ここでは例を
省略する。

2.5 そのほか
ここまで４つの方言の事例について見たが、前部硬口蓋と硬口蓋の間で閉鎖音どうしまたは
破擦音どうしの対立が成立する例が認められない。これは音声学的な理由で存在しえないので
はなく、他の下位方言群には対立する例が認められる。Sems-kyi-nyila方言群の内部もしくはそ
の分布地域の近隣（雲南省内）で話される言語について見てみると、閉鎖音については Lamdo

（浪都）方言（Lamdo下位方言群；鈴木 2010b）に、破擦音については Bodgrong（丙中洛）方
言（雲嶺山脈西部下位方言群；鈴木 2014b）に、それぞれ次の対立が認められる。

Lamdo方言 Bodgrong方言
前部硬口蓋 硬口蓋 前部硬口蓋 硬口蓋
ťh ch tCh cçh

ť c tC cç

ć é dý éJ

以上、雲南省で話されるカムチベット語諸方言は、硬口蓋部での調音がいかに多様であるか
が分かる。
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3 各種硬口蓋音の蔵文との対応関係
3.1 対応関係の類型について
先に各種方言の子音体系を概観したが、共時的な音体系を見ただけでは、最初に提示した各

種類型の全容を理解するということにはならない。ここでは、２節に掲げた方言の形式と、４
種の蔵文形式との対比を行う。

蔵文 語義 Khrezhag rTswamarteng Gyennyemphel mTshomgolung

khrag 血 `chAP `tChAP `chAP `tChAP

skrag 怖がる `hcAP `htCAP `hcAP `htCAP

khyod あなた ¯tCh0P ¯tCh0P ¯tCh0P ¯tCh0P

gyang 壁 ¯tCÕ ¯tCÕ ´tCÕ ´tCÕ

phra bo 細い `çhe hkW `çh@ hkW ¯Ch@ htsi `Che ri

brag がけ ´çAP ´çAP ´CAP ´CAP

phye 開ける ¯Ch@ ¯Ch@ ¯Ch@ `Ch@

bya 鶏 ¯Ca ¯Ca ´Ca ´Ca

以上の基本的な対応関係は、鈴木 (2015) で示した分類と照らしてみると、Khrezhag 方言
は第１類、Gyennyemphel 方言は第２類、mTshomgolung 方言は第３類に属するといえる。
rTswamarteng方言の類型は鈴木 (2015) には言及されていないパターンである。これを第２類
Bとし、Gyennyemphel方言の事例を第２類 Aとすると、以下のように整理できる。

蔵文 Kr 蔵文 Ky 蔵文 Pr 蔵文 Py

第２類 A /ch, c, é/ /tCh, tC, dý/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

上のように整理できることから、第２類 Aと第２類 Bの合流は重なるところがなく、独立に
発生したものと考えてよい。ただし、rTswamarteng 方言のように、第２類 B に属するものの
中に硬口蓋閉鎖音系列に/é/のみが存在するという事例があることの背景を説明しなければなら
ない。

3.2 /é/の存在について
先に述べた状況から、rTswamarteng 方言の音体系に含まれる/é/の蔵文との対応関係に注目

したい。先にふれたとおり、/é/は前鼻音を伴う/ñé/という形でのみ現れる。rTswamarteng 方言
で/ñé/およびそれに関連する音を含む例を、上表と同様の形で以下に整理する。

蔵文 語義 Khrezhag rTswamarteng Gyennyemphel mTshomgolung

’brug 雷/龍 ´ñéOP `ñéOP ˆñéOP ´ődýOP

’bras 米 `ñéE: `ñéE: ¯NgW: ¯NgW:

’bri めすヤク `ñ@ `ñ@ ´ñé@ ¯ődý@

以上のように、rTswamarteng方言の/ñé/は蔵文’brと対応関係があるといえる。カムチベット
語の他の方言を見ると、たとえば蔵文 byは前部硬口蓋摩擦音に対応するが、蔵文’byは前鼻音

鈴木 博之

98



を伴う前部硬口蓋破擦音に対応するという現象があり、音対応のパターンとしては、この例と
rTswamarteng方言に見られる現象は並行しているといえる。ただし rTswamarteng方言では硬
口蓋が関係している。なお、「めすヤク」が示す例外的音対応については鈴木 (forthcoming)に
詳しく述べているが、/ñé/の子音連続の順行同化による単鼻音化が起こっている。つまり、表面
上/é/が現れていないが、この閉鎖音の調音位置が/ñ/の成立に必要不可欠であるということであ
る。第１類に属する Khrezhag方言ではもちろんのこと、第２類 Aに属する Gyennyemphel方
言においても、前鼻音つき有声硬口蓋閉鎖音/ñé/という音対応を認めることができるが、この方
言の場合は硬口蓋閉鎖音系列が音体系に存在するため、当該形式が現れることに疑問はない。
なお、「米」が示す例外的音対応については Suzuki (2012)を参照。また、視点を変えて考える
と、子音連続を形成している場合に限って硬口蓋閉鎖音系列を残している方言に dNgo下位方
言群に属する Phuri方言（鈴木 2013）がある。この事例は音声学的に子音連続の状態にある場
合には、音素の合流前の古い段階を見せることを示唆している。まとめると、第２類 Bにおい
て起きているこの不均衡な硬口蓋閉鎖音の存在は、音変化の結果同一の音素/é/と認められたと
しても、その蔵文との対応関係、すなわち蔵文 Krか蔵文 Prかによって音変化の過程に異なり
が認められることを示している。蔵文’brを独立させた音対応表を以下に示す。

蔵文 Ky 蔵文 Kr 蔵文’br 蔵文 Pr 蔵文 Py

第２類 A /tCh, tC, dý/ /ch, c, é/ /ñé/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /ñé/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第２類 Aに見られる/ñé/は、蔵文 Kr対応形式に硬口蓋閉鎖音系列が存在するため、蔵文’br対
応形式もまた蔵文 Kr対応形式の音声実現と並行しているといえる。ところが第２類 Bに見ら
れる/ñé/は、蔵文と体系的な音対応の認められる硬口蓋閉鎖音系列が前部硬口蓋破擦音に合流し
ていると分析されるため、蔵文’br対応形式の調音位置は蔵文 Pr対応形式と一致しているとい
える。また、第１類の Khrezhag方言の場合について見るならば、その音声実現が蔵文 Kr対応
形式に由来する硬口蓋閉鎖音系列と同じ音素に分析されても、それは単に音声実現が一致して
いるだけで、上表の第２類 Aの関係になっているかどうかは断定できない。
総じて、第１類から第３類への推移として理解できる硬口蓋音系列が前部硬口蓋音系列に合
流する現象において、それが音体系の推移であることは事実であるが、正確には蔵文 Kr 対応
形式が蔵文 Ky対応形式に合流するか、蔵文 Pr対応形式が蔵文 Py対応形式に合流するか、と
述べるほうが適切である。これら２種の合流は、先に例示したように、独立して起きると考え
てよいため、第２類とする音変化は第１類と第３類の中間に位置する状態を反映し、上述２種
の蔵文形式の合流について、どちらか片方が先行して起きた状態を第２類と考えることができ
る。それゆえ、第２類には２種の下位区分に A/Bを設け、互いの相対的順序を不問にすること
で、その歴史的な位置を表すのが現状においては妥当であるといえる。このとき、第２類 Aは
rGyalthang下位方言群を特徴づけるものであり、第２類 Bは雲嶺山脈東部下位方言群を特徴づ
けるものである。両者の分布は地理的に互いに接しているが、それぞれ連続した一定の言語区
域をもつ。A/Bの分布は地理的には重なることがないという点もまた指摘しておく（末尾の付
録を参照）。
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以上の状況を総合して考えると、音体系の体系的変化の一部は蔵文との対応関係に強く条件
づけられているといえる。そして個々の音素がどのように存在するかは共時的な体系ではなく、
歴史的なある種の分類（ここでは蔵文形式）が音変化の重要な要素として作用しうるというこ
とを、現代の共時的な方言差異が示しているといえる。もちろん、音体系の体系的推移によっ
て説明できる現象も当然ながらある。たとえば、第２類 Aに分類される方言において、蔵文’br
だけが/ñé/として現れる事例が複数認められる（鈴木 (2011, 2012)、Suzuki (2013)など）。第２
類 Aについては、音体系の推移として、蔵文対応形式の不規則性を理解することができるのは
確かであるが、そうでない事例すなわち第２類 Bのような事例も存在することを本稿が示した
ことになる。

4 まとめと展望
鈴木 (2015)において、第１類～第２類～第３類の音変化は歴史的に１本の線でつながってい
ることを示し、第１類から第２類への変化は蔵文 Pr対応形式の蔵文 Py対応形式への合流が蔵
文 Kr対応形式の蔵文 Ky対応形式への合流よりも先行して起きた段階であることを示した。し
かしこの関係は rTswamarteng方言の存在によって修正を必要とし、これら２種の合流のどちら
か片方が先行して起きた状態を第２類と考えることが妥当であると結論づけた。これを整理す
ると、以下のようになる。

蔵文 Ky 蔵文 Kr 蔵文’br 蔵文 Pr 蔵文 Py

第１類 /tCh, tC, dý/ /ch, c, é/ /ñé/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第２類 A /tCh, tC, dý/ /ch, c, é/ /ñé/ /Ch, C, ý/

第２類 B /tCh, tC, dý/ /ñé/ /çh, ç, J/ /Ch, C, ý/

第３類 /tCh, tC, dý/ /ődý/ /Ch, C, ý/

本稿の議論により、第２類 A/Bは第１類と第３類の間に位置する独立した２つの音変化であ
ると考える。また、第２類 A/Bを示す方言の属するそれぞれの下位方言群に含まれる方言が共
通して第１類の体系をもつことは、rGyalthang下位方言群では Choswateng（吹亞頂）方言（鈴
木 2014a）の存在によって、雲嶺山脈東部下位方言群においては Khrezhag 方言の存在によっ
て、それぞれ示されている。また、第１類の音対応の特徴はさまざまなチベット系諸言語の中で
Sems-kyi-nyila方言群のみが見せる特徴である（瞿靄堂、金效静 (1981)、張濟川 (1993, 2009)、
江荻 (2002)などを参照）。それゆえ、第２類 A/Bの分化が Sems-kyi-nyila方言群の内部分岐で
あり、異なる下位方言区分を設けられる１つの言語学的根拠になるといえる。
/ñé/の存在は、音体系の推移において蔵文対応形式の観点から考えることが重要であることを

示唆している。チベット系諸言語の共時的研究においても、ほとんどの先行研究がそうである
ように、一部の音特徴と音変化に関しては、常に蔵文を意識的に参照して分析する必要性があ
る。この参照をしない限り説明のできない共時的な差異が出てくることになるだろう。またそ
れが本稿で扱った現象のように、細かな方言調査を通してはじめて明らかになる点もあるとい
うことを銘記しておく必要がある。
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付録：rGyalthang下位方言群および雲嶺山脈東部下位方言群方言の分布図 

 

 
 凡例 

 rGyalthang 下位方言群 雲嶺山脈東部下位方言群 
第１類  
第２類 A   

第２類 B  

第３類  

dNgo 下位方言群   

Lamdo 下位方言群   

 

この地図は http://ktgis.net/gcode/lonlatmapping.html の Geocoding によって作成した。中国

雲南省迪慶藏族自治州香格里拉市建塘鎮を中心とする一帯を示す。 
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